
高校総体第一壮行式校長挨拶 

 

陸上部の皆さん 

春季大会も立派な成績を収めましたね 

４００メートルリレーはシーズンベストで第１位、１００メートルリレーは３位 

個人競技の棒高跳び、１００メートル、ハードル、ハンマー投げでも優勝、入賞など素晴ら

しい成績でした。 

春季大会の後、他校の校長先生から大湊は県内から才能のある選手を集めているのか？と

聞かれました。でもそうではありません。地域の中学校から本校に進学し、一生懸命陸上に

取り組んだ結果なのですよね。春季大会で素晴らしい結果を出した生徒も、うまくいかなか

った生徒も高校総体、すごく不安だと思います。不安を抱えて臨むのが当たり前です。でも

どうか恐れずに精一杯戦ってきてください。特に３年生。どんな結果であろうとも、あなた

たちが３年間頑張った努力はかけがえのない事実として皆さんの人生に残ります。 

今までよく頑張りました。立派です。心から応援しています。 

 

ヨット部 

春季大会は風が強く、３日間出艇の準備をしたまま大会ができず、海を見て過ごしました。

ヨットは不思議な競技です。風があり過ぎてもだめ、なさ過ぎてもだめ。風に左右されなが

ら、競技が実施されます。いつも感心することがあります。１日中待機して過ごしている時

でも、生徒が一切スマホを触らないということです。緊張感を保ちながら、海を眺め、他校

の生徒と情報交換しながら「時」を待ちます。私はそんな皆さんの姿がとっても美しいと思

います。 

一瞬の風をつかみ戦うヨット競技はすごく難しい競技です。思った結果にならないことも

多いです。自然に支配されるそんな競技だからこそ、皆さんは多くのことを学んでいるのだ

と思います。総体はいい風が吹くように祈っています。頑張って。 

 

サッカー部 

１１人で実施する競技ですが、今年も７人で他校と合同チームでの参加ですね。 

昨年度は６人でした。放課後のグランドでいつも楽しそうにボールを蹴り続けていました。

今年は少し様子が変わりました。基礎練習、バス練習を一生懸命やる姿が見られるようにな

りました。自分だけがボールを支配するのではなく、仲間を信じてボールを回す姿に皆さん

の成長を感じました。 

きっとその成果が出るはずです。ボールをつなぎ、チャンスを作り、ゴールを決めてきてく

ださい。応援しています。 

 

皆さんたちの健闘を全校生徒、教職員とともに祈っています。 


